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ロシア産原油の上限価格（プライスキャップ）制度について（更新） 

2023 年 2 月 5 日、ロシアが石油輸出から得る収益の抑制を目的とした上限価格（プライスキャッ

プ）制度の対象範囲が予定どおり拡大され、CN コード 2710 に該当するロシア産石油製品にも上

限価格が設定されました。 

上限価格は、次の 2 種類が設定されています。 

• 原油より安値で取引される石油製品は 1 バレルあたり 45 米ドル 
• 原油より高値で取引される石油製品は 1 バレルあたり 100 米ドル 

CN コード 2710 に該当する製品を上記 2 つの上限価格に沿って分類する詳しい基準については、

EU の理事会規則 833/2014 の附属書 XXVIII に定められていますが、参照の便宜を図り、先ごろ

発行された EU ガイダンス文書にも記載されています。 

プライスキャップ制度の下、国際 P&I グループ加盟クラブは、プライスキャップ同志国連合

（EU、G7、オーストラリア）以外の国を仕向地とするロシア産石油製品の輸送に対する P&I カ
バーについて、ロシア産原油製品貨物の積み込みから仕向港での通関までの価格が 1 バレルあたり

の当該上限価格以下の場合にのみ付保可能となります。 

2023 年 2 月 5 日時点でロシア産石油製品を積載する船舶は、当該貨物が上限価格を上回る価格で

販売されていたとしても、2023 年 4 月 1 日までに航海と貨物取り卸しが完了している場合には、

合法的に航海を継続できます。 

2 月 5 日以降にロシア産石油製品貨物を輸送しようとする船主または用船者は、保険期間中を通じ

て、本船積載中に上限価格を超える価格で販売されたロシア産石油製品貨物を輸送しない旨の宣誓

書を、加入先 P&I クラブに提出することが求められます。P&I クラブが提出を求める宣誓書の書

式は、このお知らせの付属資料 II として添付したものを使用し、新保険年度の開始時に年に 1
度、クラブに提出するものとします。 
 
また、2023 年 2 月 5 日より前に輸送を開始し、2023 年 4 月 1 日までに輸送が完了するロシア産石

油製品の輸送に関わる取引を行っている船主と用船者には、別途宣誓書の提出が求められます。

P&I クラブが提出を求める宣誓書の書式は、このお知らせの付属資料 I として添付しています。 
 
ロシア産石油製品に適用されるプライスキャップ制度を踏まえた本サーキュラーの主な変更点は、

以下に赤字で表記します。 
 
 
 
 

https://finance.ec.europa.eu/system/files/2023-02/guidance-russian-oil-price-cap_en.pdf


 

 

 

 

 

エグゼクティブサマリー 

• EU、G7、オーストラリア（「プライスキャップ同志国連合」）の各国は先般、ロシアから

世界市場への原油の供給を維持すると同時に、ロシアが石油の輸出から得る利益を減らすこ

とを目的とした法令および指針（「プライスキャップ制度」）を導入しました。この制度は

2022 年 12 月 5 日より適用されます。 

• 国際 P&I グループに加盟するクラブが提供する P&I カバーについては、プライスキャップ

連合以外の国を仕向地とするロシア産原油の輸送についても、本制度適用開始後は、ロシア

産原油貨物の積み込みから仕向港での通関までの価格がプライスキャップ以下である場合の

み付保可能となります。 

• ロシア産石油製品については、2023 年 2 月 5 日から、別途上限価格が設定されました。 

• 2022 年 12 月 5 日の適用開始の時点ですでにロシア産原油を積載している船舶は、2023 年

1 月 19 日までに航海を完了し、貨物の取り卸しを行ったのであれば、販売価格がプライス

キャップを上回っていたとしても、合法的に航海を継続することができます。 

• 各クラブ、船主、用船者は、それぞれが保険適用、所有、用船する船舶に積載されたロシア

産の原油・石油製品の貨物の価格がプライスキャップ制度に沿ったものであることを引き続

き確認することが求められます。確認に用いる書式は契約上の宣誓書（Attestation）と

し、契約相手方が、当該期間に価格が上限価格を超えないことを明記します。 

• 2022 年 12 月 5 日以降にロシア産原油貨物、または 2023 年 2 月 5 日以降にロシア産石油製

品貨物の輸送を企図している船主または用船者は、保険期間中を通じて、本船積載中に上限

価格を超える価格で販売されたロシア産原油または石油製品の貨物を輸送しない旨を明記し

た宣誓書を、それぞれの P&I クラブに提出することが求められます。P&I クラブが提出を

求める宣誓書の書式は、このお知らせの付属資料 II として添付しています。 

• また、2023 年 2 月 5 日より前に輸送を開始し、2023 年 4 月 1 日までに輸送が完了するロ

シア産石油製品輸送に関わる取引を行っている船主と用船者には、別途宣誓書の提出が求め

られます。P&I クラブが提出を求める宣誓書の書式は、このお知らせの付属資料 I として添

付しています。 

• 2022 年 12 月 5 日以降に積み込まれるロシア産原油の輸送および 2023 年 2 月 5 日以降に積

み込まれるロシア産石油製品の輸送を対象とするクラブの保険カバーは、適切な宣誓書の提

出を含め、メンバーがプライスキャップ制度の要件をすべて遵守することを条件に付保しま

す。積載中の貨物が上限価格を超える価格で購入されたことを疑う合理的な理由がある場

合、クラブはカバーを取り消すことが義務付けられます。 

 

はじめに 

2014 年のクリミア併合以来、ロシアに対してさまざまな貿易制裁が実施されてきました。 

EU や G7 などの国々は、今回の危機の数カ月前から、ロシアが侵攻を実施した場合は前例のない

制裁措置を講じると警告してきました。そして 2022 年 2 月 24 日の侵攻を受け、EU、英国、米



 

 

 

 

 

国、その他の同盟国は、ロシアの金融セクター、航空および海運のほか、防衛、宇宙、エネルギー

といった経済戦略セクターや、ロシアのウクライナ侵攻を支援している個人に対して、協調して大

規模な制裁を実施しました。制裁措置は継続的に見直しと展開を行うことになっており、国際社会

がウクライナの領土と認める地域にロシア軍が留まる限り、制裁措置も続くと考えられます。制裁

措置が現在までに海運と P&I 保険に及ぼした影響については、2022 年 5 月 18 日付、2022 年 7 月

4 日付、2022 年 8 月 12 日付、2022 年 9 月 21 日付、2022 年 11 月 1 日付の国際 P&I グループの

サーキュラーに掲載されています。 

 

ロシアで産出された原油および石油製品の上限価格について 

EU と G7 は、ロシアが石油の販売から収益を生み出す能力を低下させる制裁措置の立案に多くの

労力を集中させました。 

そうした取り組みの成果として、ドイツのエルマウで 2022 年 9 月 2 日に開催された G7 と EU の

会合で、G7 各国の財務相はロシアを原産地とする石油の輸送について、設定された上限価格を上

回る価格で販売されている場合は当該ロシア産石油貨物に関わる海事サービスを禁止するプライス

キャップを実施することを確約しました。プライスキャップ導入の目的は、以下の 3 点です。 

1. ロシア産原油世界市場への供給を維持する 

2. 世界市場における石油価格の上昇圧力を抑制する 

3. ロシアが自国産の原油や石油製品の輸出から得る利益を減らす 

プライスキャップ制度では、EU、G7 に加え、オーストラリアなどプライスキャップ連合参加国の

管轄を受ける者は、上限価格以下で販売されたものを除いて、ロシアを原産地とする原油や石油製

品の輸送および当該輸送を可能にする支援サービス（P&I 保険を含む）の提供が禁止されます。

EU、G7、その他の連合参加国に拠点を置くサービス提供者によるサービス提供の禁止は、EU・

G7 の連合に含まれない第三国による輸送や第三国への輸送にも及ぶため、その範囲において、連

合参加国以外にも影響が生じます。プライスキャップ制度は、原油貨物（CN2709-00）（以下「原

油」）については 2022 年 12 月 5 日、石油製品（CN2710）（以下「石油製品」）については

2023 年 2 月 5 日から適用開始となりました。 

2022 年 12 月 2 日、EU・G7 連合は、2022 年 12 月 5 日以降ロシア産原油に適用する当初の上限価

格を、G7 連合による見直しを前提に、1 バレルあたり 60 ドルにすると発表しました。 

2023 年 2 月 4 日、EU・G7 連合は、2023 年 2 月 5 日以降のロシアの石油製品の上限価格を、G7
連合による見直しを前提に、原油より安値で取引される石油製品について 1 バレルあたり 45 米ド

ル、原油より高値で取引される石油製品について 1 バレルあたり 100 米ドルに設定すると発表しま

した。 

また、EU、英国、米国からはプライスキャップ制度の実施に向けた法令と指針も更新され、公表

されました。このお知らせでは、プライスキャップ制度が船主と用船者、また、その取引に対して

国際 P&I グループの各クラブとその再保険者が提供する保険カバーに及ぼす影響について詳しく

解説します。 

 

https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/18_May_2022__Standard_UK_circular_-_General_Trade_Licence.pdf
https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/4_July_2022__Standard_Ireland_circular_-_Sanctions_-_The_European_Union%E2%80%99s_Sixth_Sanctions_Package.pdf
https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/4_July_2022__Standard_Ireland_circular_-_Sanctions_-_The_European_Union%E2%80%99s_Sixth_Sanctions_Package.pdf
https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/12_August_2022__Standard_Ireland_circular_-_EU_sanctions_%E2%80%93_clarification_published_on_the_carriage_of_certain_Russian_cargoes_including_coal_and_fertilisers.pdf
https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/21_September_2022__Standard_UK_circular_-_EU_sanctions_%E2%80%93_clarification_published_on_the_carriage_of_certain_Russian_cargoes.pdf
https://www.standard-club.com/fileadmin/uploads/standardclub/Documents/Import/publications/circulars/2022-standard-club-circulars/01_November_2022__Standard_Ireland_circular_-_EU_sanctions_%E2%80%93_updated_FAQs_published_by_the_EU_on_the_carriage_of_certain_Russian_cargoes_including_c_01.pdf


 

 

 

 

 

米国 

P&I クラブ 1 組合のほか、再保険者、銀行を含む多くのサービス事業者が米国の管轄地域に所在

し、あるいは米国法の対象となる金融取引や契約に関与しているため、米国の法令が適用されま

す。 

2022 年 11 月 21 日、米国財務省は大統領令 14071 号に基づく決定を発出し、ロシア連邦を原産地

とする原油の海上輸送に関して下記に分類されるサービスの提供を禁止しました。 

(i) 貿易／商品仲介取引 
(ii) 金融サービス 
(iii) 海運サービス 
(iv) 保険サービス（再保険および P&I 保険を含む） 
(v) 旗国サービス 
(vi) 通関サービス 

2022 年 12 月 5 日をもって、上記サービスの提供が禁止されます。

https://home.treasury.gov/system/files/126/20221205_Price_cap_determination.pdf 

 
2023 年 2 月 3 日、米国財務省は大統領令 14071 号の 1（a）（ii）項に従い、ロシア連邦を原産地

とする石油製品の海上輸送に関連する特定のサービスを禁止する決定（2 月 5 日発効）を発表しま

した。同日、財務省は「ロシア連邦を原産地とする原油および石油製品の上限価格政策の実施に関

する OFAC 指針」と題する文書も発表しました。

https://home.treasury.gov/system/files/126/price_cap_guidance_combined_20230203.pdf. 

 

また同日、財務省／OFAC は「船舶の緊急事態に関連し特定のサービスを許可する一般許可

No.57A」を発表しました。https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf. 
 
 

プライスキャップ制度の対象となる貨物の取引に参加を検討しているメンバーの皆様は、上記文書

を一読されることをお勧めします。 

プライスキャップ制度適用後の米国では、EU・G7 連合以外の国にロシア産の原油および石油製品

を輸送する場合、ロシア企業が海上輸送に向けて原油または石油製品を販売した時点から、ロシア

連邦以外の管轄地域で通関後、最初に陸上で販売されるまでの間に支払われた価格が上限価格以下

であることを条件に、米国人が合法的に輸送もしくは輸送関連サービスを提供することができま

す。しかし、通関後、ロシア産の原油または石油製品がロシア連邦国外で実質的に別の製品に転換

されることなく水上に戻される（海上輸送を利用する）場合は、依然としてプライスキャップが適

用されます。 

船主およびサービス提供者は、一定の手続きを行って当該期間の原油や石油製品の価格を確認する

必要があります。手続きの内容は当事者が販売契約にどれほど深く関係しているかによって異な

り、価格へのアクセスを持つ当事者には重い義務が課せられます。その目的のため、EU・G7 連合

は原油の輸送に関わる当事者を 3 つの「ティア（階層）」に分類しています。ティア 1 の定義に該

当する当事者は、ティア 2 もしくはティア 3 の当事者に比べて広範な確認が求められます。ティア

https://home.treasury.gov/system/files/126/determination_11222022_eo14071.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/20221205_Price_cap_determination.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/price_cap_guidance_combined_20230203.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf


 

 

 

 

 

3 の当事者は、貨物の価格情報を直接入手する立場にない者で、P&I クラブや船主はここに含まれ

ます。用船者はティア 3 に分類されることもありますが、販売契約との関連性や販売契約内容に関

する知識の深さによって、ティア 2 やティア 1 に分類される場合もあります。 

プライスキャップ制度が適用される当事者は、貨物に支払われた価格がプライスキャップに適合し

ていることを記録した書面もしくは証拠（宣誓書）を契約相手方から入手し、それらを含む取引記

録を保管しなければなりません。記録文書はその後、5 年間の保管が義務付けられています。 

上に述べた OFAC 指針では、適用される記録および宣誓のプロセスを誠実に遵守している米国の

サービス事業者を対象に、OFAC の強制力からのいわゆる「セーフハーバー」が規定されていま

す。 

米国人は、大統領令 14071 号決定に違反する取引に関与してはならず、当該決定の条項の回避を試

みてはなりません。また、そうした行動があった場合は、OFAC に報告する義務があります。 

 

英国 

複数の P&I クラブを含む多くのサービス事業者が英国の管轄地域に所在し、あるいは英国法の対

象となる金融取引や契約に関与しているため、英国の法令が適用されます。 

2022 年 11 月 1 日、英国政府はロシア（制裁）（EU 離脱）（修正）（第 16 号）規則を公表しま

した。これによって、2022 年 6 月 4 日に公表された EU の第 6 次対ロシア制裁パッケージと英国

法の規定がおおむね一致しました。修正第 16 号規則では、次の行為をいずれも禁止しています。 

• ロシア産の原油と石油製品の第三国への海上輸送 

• 上記輸送に付属する海事サービスおよび金融サービス 

英国財務省は 2022 年 12 月 4 日、「英国海事サービス禁止事項および石油プライスキャップ指

針」と題する文書を発表しました。当該指針は、石油製品のプライスキャップ導入を受けて改訂さ

れています。（Russian Oil Services ban - GOV.UK） 

また英国は同日、プライスキャップ制度実施のための一般許可を公表しました

（https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban）。この許可は、石油製

品に関するプライスキャップ導入を受けて 2023 年 2 月 3 日に改訂されています。さらに英国は

2022 年 12 月 4 日にはプライスキャップ制度適用開始時点ですでにロシア産原油を積載していた船

舶の経過措置の取り扱いのための一般許可―段階的縮小を公表しました。2023 年 2 月 3 日には、

石油製品に関する段階的縮小の一般許可の追加が公表されています。 

英国のプライスキャップ制度の効力は米国とほぼ同様ですが、重要な相違点もあります。一般許可

の適用を受けるためには、貨物を「船上で受け取ってから第三国で引き渡して通関が完了するま

で、もしくは非特恵原産地規則に従って異なる物品に変更されるまで」、当該貨物の価格が常に上

限価格以下でなければなりません。米国の指針と同様に、英国の指針でも、「…原油または石油製

品が第三国で通関後、実質的に加工されることなく海上輸送で貿易が再開される場合、プライスキ

ャップは依然として適用される」と規定しています。 

米国の指針と同様に、英国でもプライスキャップ制度が適用される当事者は積み荷が上限価格を遵

守している証拠の入手が必要で、それに関する当事者の義務の範囲は売買契約への関与の深さに応

https://www.legislation.gov.uk/uksi/2022/1122/regulation/4/made
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1121731/2470256__Winddown_GL.pdf


 

 

 

 

 

じて決まります。英国指針も「ティア（階層）」構造になっており、各階層の分類は米国指針とお

おむね同じです。また、プライスキャップ制度下での取引に関する記録は 4 年間の保管が義務付け

られています。 

米国指針で言及されている「セーフハーバー」の考え方は、英国指針では言及されていません。し

かし、英国の管轄下にある当事者（居住地に関わらず、英国人を含む）が、プライスキャップ制度

が遵守されていない場合の強制行動を回避するためには、「OFSI の要求通り、迅速かつ完全に…

宣誓手続きの要件を満たし、適切なデューデリジェンスを行ったこと」を OFSI に対して証明する

必要があります。 

本制度の適用によって、ロシアのいずれかの場所から第三国へ、または第三国から別の第三国へ、

ロシア産の原油または石油製品を海上輸送している者に対し、その者の国籍を問わず、英国企業も

しくは英国人が金融サービス、資金、仲介サービスを提供し、そのロシア産原油または石油製品が

本制度適用開始後（原油に関しては 2022 年 12 月 5 日以降、石油製品に関しては 2023 年 2 月 5 日

以降）に上限価格を上回る価格で購入されていた場合、当該英国企業もしくは英国人は刑事上の罪

に問われることになります。OFSI が取り得る強制措置の範囲には厳格責任に基づく過料も含まれ

ており、その額はプライスキャップ制度に対する違反額の 50%に達する場合もあります。 

また、英国もプライスキャップ制度適用対象の当事者に重要な報告義務を課しています。例えば英

国のサービス事業者は、禁止事項に対する違反があった場合は OFSI に報告するとともに、「英国

の制裁措置に対する違反が発生したと疑われる場合には、合理的に実施可能な限り迅速にサービス

を停止」しなければなりません。 

 

EU 
 

EU も英国と同様、金融サービスや海事専門サービスの事業者が数多く所在しています。 

2022 年 6 月 4 日、EU 規則 833／2014 の中で第 6 次制裁パッケージが公表され、ロシアを原産地

とする原油の第三国へ輸送する船舶への海事サービスの提供が、原油については 2022 年 12 月 5
日以降、石油製品については 2023 年 2 月 5 日以降、禁止されました。この EU 規則 833／2014 と

それに付随する総合的な FAQ（よくある質問と回答）は、EU・G7 連合が 7 月に発表したプライ

スキャップ制度の土台になっています。 

2022 年 10 月 6 日、EU は第 8 次制裁パッケージを発表し、その中で、上限価格以下で販売された

貨物の輸送と付随サービスに関する除外措置を明らかにしました。2022 年 12 月 3 日、EU 理事会

がプライスキャップ制度を実施する決定を発表しました。 

そして 2022 年 12 月 3 日、EU 委員会が FAQ（よくある質問と回答）と指針文書を発表して、プ

ライスキャップ制度の解釈方法を示しました。 

2023 年 2 月 4 日、EU は CN コード 2710 に該当するロシア産石油製品に上限価格を設定する決定

を発表しました。 

同日、EU は石油製品に関するプライスキャップ制度の運用について、FAQ（よくある質問と回

答）と指針文書を発表しました。 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32022R1904&from=EN
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=uriserv%3AOJ.LI.2022.311.01.0008.01.ENG&toc=OJ%3AL%3A2022%3A311I%3ATOC
https://finance.ec.europa.eu/system/files/2022-12/guidance-russian-oil-price-cap_en_0.pdf
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2023/02/04/eu-agrees-on-level-of-price-caps-for-russian-petroleum-products/
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2023/02/04/eu-agrees-on-level-of-price-caps-for-russian-petroleum-products/
https://finance.ec.europa.eu/system/files/2023-02/guidance-russian-oil-price-cap_en.pdf
https://finance.ec.europa.eu/system/files/2023-02/guidance-russian-oil-price-cap_en.pdf


 

 

 

 

 

EU のプライスキャップ制度はおおむね米国や英国と同様です。一方、EU の現在の規制を反映し

て重要な相違点がいくつかあります。英国と米国の法令に沿って、EU の制度では、第三国の仕向

地で原油の通関が完了した場合でも、その後「非特恵原産地規則に従って実質的に異なる物品に転

換されることなく（すなわち精製せずに）再び海上輸送することになった場合…プライスキャップ

は引き続き適用される」ことになります。 

EU の制度においても、当事者は貨物の価格について適切な宣誓書を入手することが求められてお

り、その内容はそれぞれが分類される階層（ティア）ごとに異なります。階層の定義は米国、英国

の場合と同じで、船主と P&I クラブはティア 3 に分類されています。FAQ には次のように記載さ

れています。「価格情報を直接入手できない EU 事業者が、適切なデューデリジェンスを行った

後、宣誓書を信頼したことが合理的であった場合、当該宣誓書が虚偽であったり、不適格者によっ

て提供されたものであったりしても、当該 EU 事業者が誠実に行動している限り、プライスキャッ

プ制度に違反したものとはみなさない」 

プライスキャップ制度下での取引に関する記録は 5 年間の保管が義務付けられています。 

EU 規則 833／2014 の第 3n 条第（7）項は、上限価格を超える価格のロシア産原油および石油製

品を積載していることが明らかになった船舶に対しては、金融サービスと専門サービスの提供を永

久に禁止しているかのような様相を呈しているため、この項をどう解釈するかという懸念が生じて

いました。この解釈については FAQ の 32〜34 に記載があり、EU 域外の船舶に対するこうした禁

止措置は、プライスキャップの違反が意図的に行われた場合に限られ、その後の航海への海事サー

ビスや専門サービスの提供が禁止されるのはロシアの貨物のみで、期間は 90 日とされています。

第 3n 条第（7）項に違反した EU の船舶は、当該加盟国の法令に従って取り扱われます。 

経過措置 

前述の 3 地域すべての立法当局は、プライスキャップ制度適用開始時点ですでにロシア産原油を積

載していた船舶を対象に、2023 年 1 月 19 日まで 45 日間の段階的縮小期間（winddown period）
を設定しています。段階的縮小期間の正確な開始時期と終了時期は、地域によってわずかに異なり

ます。 

英国法の下で、2022 年 12 月 5 日 12 時 01 分（GMT）より前にロシア産原油を積み込んだ船舶の

船主または用船者に P&I クラブが保険カバーを提供できるのは、当該船主または用船者が 2022 年

12 月 5 日 05 時 01 分（GMT）より前に積み込みが完了し、2023 年 1 月 19 日 05 時 01 分

（GMT）より前に取り卸しを行った旨を確認した日付宣誓書（Date Attestation）をクラブに提出

した場合のみです。 

P&I クラブが引き続き保険カバーを提供できるよう、ロシア産原油を輸送している船主および用船

者の皆様は、上記の要件に従い、本サーキュラー付属資料 I の宣誓書書式に記入し、クラブに提出

する必要がありました。 

前述の 3 地域すべての立法当局は、プライスキャップ制度適用開始時点ですでにロシア産石油製品

を積載していた船舶を対象に、2023 年 4 月 1 日を期限とする段階的縮小期間を設定しています。 

英国法の下で、2023 年 2 月 5 日 12 時 01 分（GMT）より前にロシア産石油製品を積み込んだ船舶

の船主または用船者に P&I クラブが保険カバーを提供できるのは、当該船主または用船者が 2023
年 2 月 5 日 05 時 01 分（GMT）より前に積み込みが完了し、2023 年 4 月 1 日 05 時 01 分

（GMT）より前に取り卸しを行う旨を確認した日付宣誓書（Date Attestation）をクラブに提出し

た場合のみです。 



 

 

 

 

 

P&I クラブが引き続き保険カバーを提供できるよう、ロシア産石油製品を輸送している船主および

用船者の皆様は、上記の要件に従い、本サーキュラー付属資料 I の宣誓書書式に記入し、できるだ

け速やかにクラブにご返送ください。 

提出が必要な宣誓書の書式 

上記 3 地域のすべてで、船主はティア 3 の事業者と見なされています。そのため船主は契約上、契

約相手方（通常は用船者）から、相手方が上限価格を超える価格で原油や石油製品を購入しない旨

の確約を得なければなりません。宣誓書の書式は、契約とは別の独立した書式であっても、本契約

に含める形であっても構いません。 

上記 3 地域のすべてで宣誓書の文言案が示されていますので、実際の契約の際にはこれを活用する

ことができます。 

用船者はティア 3 に分類されることもありますが、売買契約上の役割によっては、むしろティア 2
に分類されることの方が多いようです。ただし、用船者が売買契約の当事者である場合や、売買に

よる利益を直接受け取る場合などは、例外的にティア 1 となることもあります。こうしたことか

ら、宣誓義務はやや複雑になります。ティア 2 の場合、契約上の詳細な価格情報を入手するととも

に、他の当事者の要請に応じてその情報を提供しなければなりません。価格情報が入手できない場

合は、原油の購入価格がプライスキャップ制度の上限価格を超えない旨の確約が必要になります。

その他、ティア 1 の契約相手方が英国の管轄下にある場合など、追加の報告義務が発生する場合が

あります。 

記録の保管 

上記 3 地域のすべてで、プライスキャップ制度の適用を受ける当事者は記録の保管が義務付けられ

ています。英国の記録の保管期間は 4 年間、米国と EU は 5 年間です。どこまでの記録を保管する

かは、プライスキャップ制度適用下の取引における当該当事者の立場、すなわち、ティア 1、2、3
のどこに分類されるかによって決まります。 

クラブの保険カバー 

国際 P&I グループ加盟のクラブは、各クラブの規則に従って合法的に行われるロシア産原油およ

び石油製品の輸送に携わる船舶への保険カバーを提供することができます。船主または用船者が合

法的な輸送に携わり、保険カバーの提供を受けるためには、プライスキャップ制度のすべての要件

を完全に遵守し、適切なデューデリジェンスを行い、宣誓プロセスを完全に実施する必要がありま

す。 

メンバーがロシアを原産とする原油または石油製品を輸送するときは、上記 3 地域で求められる要

件を把握し、P&I クラブから要請があった場合は、航海の拠り所となる宣誓書のコピーを提出でき

るように準備しておかなくてはなりません。 

プライスキャップ制度に適合するためには、P&I クラブは、船主または用船者に提出されたプライ

スキャップ宣誓書が虚偽であると疑う合理的な理由があるか、航海開始後に積荷が上限価格を上回

る価格で販売されたものである場合、カバーを取り消すことが義務付けられています。 

いかなる状況においても、プライスキャップ制度の要件を厳密に遵守することが、クラブの保険カ

バー提供を受ける条件です。また英国法および米国法が適用されるクラブは、プライスキャップ制

度違反が疑われる場合には、それぞれの規制当局に通知することを義務付けられています。 



 

 

 

 

 

メンバーの皆様は、2022 年 12 月 5 日 05 時 01 分（GMT）以降、プライスキャップ制度が適用さ

れるロシア産原油貨物への P&I カバーは、供給もしくは引き渡しが終わったか、これから供給も

しくは引き渡しが行われるロシア産原油の単価が上限価格以下であることが条件となることにご注

意ください。 

メンバーの皆様は、2023 年 2 月 5 日 05 時 01 分（GMT）以降、プライスキャップ制度が適用され

るロシア産石油製品貨物への P&I カバーは、供給もしくは引き渡しが終わったか、これから供給

もしくは引き渡しが行われるロシア産石油製品の単価が上限価格以下であることが条件となること

にご注意ください。 

船主および用船者のメンバーの皆様がプライスキャップ制度に従ってロシア産の原油または石油製

品を輸送を企図する場合は、本サーキュラー付属資料 II の宣誓書書式に記入し、加盟するクラブ

にできる限り速やかにご返送ください。 

ロシア産燃料油 

燃料油確保を検討している船主と用船者のメンバーは、ロシアまたはその他の場所でロシア産燃料

油を確保する合法性について明確化することをお勧めします。特に、船舶燃料油を主に構成する製

品タイプは CN コード 2710 に該当し、プライスキャップの対象となるものの、EU と英国の規

則・指針に関する現状は、全面的に明確化されているわけではありません。国際 P&I グループは

現在、関係規制当局からの説明を求めており、いずれ詳しい指針が示される見通しです。 

緊急事態への保険カバー 

プライスキャップ制度の法令においては、制裁措置によって海上での緊急事態への対応が妨げられ

ないようにする必要性が認識されていると考えられます。英国の法令では例外を定めており、海上

の緊急事態の際に人間の健康や安全またはインフラや環境に対する危害の防止または低減を援助す

るための活動は例外となっています。EU の法令にも、範囲がいくらか狭いものの類似の条項があ

ります。また、米国の一般許可 57 号では、船舶の緊急事態への対処に通常付随して必要となる、

乗組員の健康と安全の確保や環境保護に関わる海事サービス取引を許可しています。 

国際 P&I グループの加盟クラブは、CLC 条約、バンカー条約、海難残骸物除去条約に基づいて発

行されるブルーカードによって、海上の緊急事態における第三者被害者（沿岸国を含む）に対する

直接的な義務を負っていることを踏まえ、海上の緊急事態が原因となる危害の回避や低減に関する

第三者当事者のクレームに対応できるようにする必要性が認識されることを歓迎します。 

ただし、メンバーの皆様は、違法な輸送に関わる航海については、ブルーカードによる義務がクラ

ブに発生しても、当該義務の免除が認められた場合、クラブは当該費用をメンバーから回収する権

利を有する点にご留意ください。 

リスク 

EU・G7 同志国連合（オーストラリアも含む）が推進するプライスキャップ制度の遵守に向けて

は、特有の課題があります。 

ロシアはプライスキャップ制度に反発しており、制裁を免れるために文書を偽造したり、船舶から

船舶へ何度も積み替えて複数の原産地の産品を混在させるなどして、本来の原産地を分かりにくく

するといった行為が横行するリスクがあります。 



 

 

 

 

 

船主や用船者が適切なデューデリジェンスを行い、有効と思われる宣誓書を入手し、何らの法令違

反を犯していないと思われる場合でも、上限価格が守られていないと疑う合理的な理由がある場

合、保険提供者、再保険提供者、旗国、銀行といった海事サービスおよび専門的支援サービスを提

供する事業者は、当該サービスを取りやめることが義務付けられています。 

荷積み後に違反が明らかになった場合、当局が貨物の最適な処分方法を決定する間、船舶は長期に

わたって無保険のままとなり、通常の銀行サービスも利用できなくなる可能性があります。 

国際 P&I グループに加盟するすべてのクラブが、類似の文言のサーキュラーを発行しています。 

 
 
以上 

 

Jeremy Grose 
Director 
The Standard Club UK Limited 
Email:  jeremy.grose@standardclub.com 
 
（本回覧は、英文クラブ回覧を組合員各位の便宜のために日本語に仮訳したものです。） 
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ANNEX I 
 
 
Issued to: 
 
_____________________________________ 

Name of P&I Club 

_____________________________________ 

Address of P&I Club  

 
 
 

RUSSIAN PETROLEUM  PRODUCTS WIND DOWN ATTESTATION  
 

1. The Assured represents and warrants that Russian petroleum products loaded 
on board the [INSERT NAME OF VESSEL] (the “Vessel”) were: 

 
(a) loaded onto the Vessel at the port of loading prior to 5:01 a.m. GMT, 5 

February 2023, and  
(b) was or will be offloaded at the port of destination prior to 5:01 a.m. GMT, 1 

April 2023 
 

  
2. The Assured has retained information and documentation; (i) pertaining to the 

details of the voyage (including the load and discharge port, and parties to the 
transaction); and (ii) demonstrating that the Russian petroleum products were 
loaded onto the Vessel at the port of loading prior to 5:01 a.m. GMT February 5, 
2023, and was or will be offloaded at the port of destination prior to 5:01 a.m., 
GMT, 1 April 2023; and will supply the same to the Club as quickly as 
practicable upon request and in no case later than five business days of the 
request. 
 

 
3. The Assured and the Club will retain the executed version of this attestation for 

five years. 
 
 
_____________________________________ 
Policy Number or other reference 

 



ANNEX II 
 
 
Issued to: 
 
_____________________________________ 

Name of P&I Club 

_____________________________________ 

Address of P&I Club  

 
 
 
PRICE CAP ATTESTATION FOR RUSSIAN ORIGIN OIL AND/OR PETROLEUM 
PRODUCTS  
 

1. The Assured represents and warrants that for any provision of services related to the 
maritime transportation of Russian origin oil or petroleum products by any party 
entitled to cover such transportation has been, is, and will be in compliance with the 
price cap policy administered and enforced by the governments of the United 
Kingdom, the United States, the European Union and its Member States, including 
their allies and partners such as Japan and Norway. The Assured represents and 
warrants that it has not taken and will not take any action with the effect or purpose of 
evading, circumventing, or attempting to violate the price cap policy. 

 

2. The Assured shall provide to the Club information and documentation related to 
compliance with the price cap policy, including any relevant attestation and/or proof 
of reporting provided by a Tier 1 or Tier 2 actor, as quickly as practicable upon 
request and in no case later than five business days of the request. 
 

3. In the event the Assured becomes aware of circumstances that provide reasonable 
cause to suspect that it may have been or may be involved in any activity contrary to 
the price cap policy, the Assured shall immediately notify the Club of such 
circumstances. The Club may notify relevant authorities of information that provides a 
reasonable cause to suspect that a violation of the price cap policy has taken place. 
 

4. The Club shall not indemnify an Assured against any liabilities, costs or expenses 
where the provision of cover, the payment of any claim, or the provision of any 
benefit in respect of those liabilities, may expose the Club to risk of violation of the 
price cap policy.  In the event the Club determines that a violation of the price cap 
policy has taken place, the Club may immediately terminate the policy and will have 
no liability whatsoever under the policy beyond what is permitted by applicable law. 

 

5. The Assured and the Club will retain the executed version of this attestation for five 
years. 

 

_____________________________________ 
Policy Number(s) or other reference 



 
_____________________________________ 
Insured name 
 
_____________________________________ 
Insured address 
 
_____________________________________ 
Represented by (name) 
 
_____________________________________ 
Position of representative 
 
_____________________________________ 
Signature 
 
_____________________________________ 
Date of signature 
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